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寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
侍
帳

年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
「
慶
長
之
侍
帳
」
に
つ
い
て
は
、
慶
長
一
九
年
末
か

ら
元
和
元
年
四
月
迄
の
間
と
の
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
（
４
）
。
ま
た
「
元
和
之

侍
帳
」
は
、
元
和
二
年
頃
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
（
５
）
、
そ
れ
と
鮒
館
す
る

点
が
あ
り
、
内
容
全
体
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
（
６
）
。
但
し
、
本
報
告
に
は
検

討
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
一
応
当
時
の
も
の
と
し
て
打
ち
込
み
、
分
析

に
際
し
て
こ
の
点
を
考
慮
し
て
使
用
し
た
。
な
お
、
「
慶
長
十
年
富
山
侍
帳
」

Ⅳ
直
賢
の
経
歴
と
渡
来
朝
鮮
人

Ｉ
パ
ソ
コ
ン
使
用
と
史
料

本
研
究
に
用
い
た
パ
ソ
コ
ン
の
機
種
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
九
八
○
一
Ｒ
Ｘ
一
二
で
あ

る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
管
理
工
学
研
究
所
の
”
桐
房
風
さ
己
“
を
使
用
し
、
デ

ー
タ
は
表
形
式
で
打
ち
込
ん
だ
。

デ
ー
タ
の
基
礎
と
な
っ
た
史
料
は
『
侍
帳
』
で
あ
る
が
、
補
助
的
に
『
加
能

郷
土
辞
彙
』
へ
３
〉
を
利
用
し
た
。
『
侍
帳
』
に
は
次
の
よ
う
な
九
種
の
侍
帳
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
越
前
府
中
侍
帳

慶
長
十
年
（
一
六
○
五
）
富
山
侍
帳

慶
長
之
侍
帳

元
和
之
侍
帳

寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
侍
帳

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
小
松
侍
帳

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
侍
帳

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
侍
帳

「
家
伝
」
（
本
報
告
書
所
収
）
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
子
供
で
捕
虜
と
な
っ
た

直
賢
は
、
字
喜
多
秀
家
か
ら
利
長
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
が
、
「
慶
長
十
年

富
山
侍
帳
」
で
は
、
詰
小
姓
二
三
○
石
取
と
な
っ
て
い
る
。
同
帳
記
載
総
人
数

は
四
一
三
名
で
、
小
姓
は
そ
の
う
ち
一
○
七
名
、
大
小
姓
、
児
小
姓
、
詰
小
姓

の
三
種
に
分
れ
る
。
小
姓
が
多
い
の
は
隠
居
中
の
特
徴
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

た
だ
し
詰
小
姓
は
六
名
、
知
行
高
は
一
六
二
～
六
○
○
石
の
幅
が
あ
り
、
直
賢

は
第
五
位
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
三
箇
国
小
取
次
と
し
て
利
長
に
近
侍
し
て
い

と
「
寛
永
十
九
年
小
松
侍
帳
」
は
、
各
々
二
代
藩
主
利
長
お
よ
び
三
代
利
常
が

隠
居
に
際
し
、
主
に
藩
臣
の
中
よ
り
隠
居
地
の
富
山
お
よ
び
小
松
へ
伴
っ
た
者

の
害
上
げ
で
あ
り
、
「
天
正
三
年
越
前
府
中
侍
帳
」
は
前
田
利
家
が
越
前
府
中

城
主
だ
っ
た
当
時
の
も
の
で
あ
る
。

九
種
の
侍
帳
は
内
容
も
記
載
の
上
で
も
一
様
で
は
な
く
、
ま
た
、
家
臣
全
体

を
害
上
げ
て
い
る
も
の
か
ら
、
「
慶
長
之
侍
帳
」
の
よ
う
に
人
持
組
と
馬
廻
組

の
み
を
害
上
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
侍
帳
の
記
述
内
容
を
考
慮
し
て
、

デ
ー
タ
の
項
目
は
、
藩
士
の
氏
名
／
侍
帳
の
年
／
当
時
の
知
行
高
／
知
行
高
に

関
わ
る
備
考
／
軍
方
役
職
／
行
政
役
職
／
軍
役
の
割
合
／
与
力
関
連
事
項
／
組

名
お
よ
び
関
連
事
項
／
住
所
／
備
考
、
と
し
た
。
今
後
、
『
侍
帳
』
以
外
の
史

料
で
デ
ー
タ
を
追
加
し
て
ゆ
く
計
画
な
の
で
、
こ
の
点
を
、
使
用
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
選
択
お
よ
び
項
目
決
定
に
当
っ
て
考
慮
し
た
。

デ
ー
タ
の
打
ち
込
み
と
分
析
に
際
し
て
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
当
っ
て
は
、
私

の
所
属
す
る
日
本
史
学
研
究
室
の
学
部
生
、
広
井
豊
氏
が
殆
ん
ど
を
引
請
け
て

く
れ
、
分
析
に
際
し
て
も
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
の
意
を
呈
し
た
い
。

Ⅱ
知
行
高
よ
り
み
た
直
賢
の
地
位
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
よ
り
み
て
、
加
賀
藩
に
お
け
る
直
賢
の
経
歴
が

異
例
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
彼
が
利
長
の
詰
小
姓
と
し
て
、
ま
た
近
習

と
し
て
奉
公
に
入
っ
た
こ
と
は
他
の
渡
来
朝
鮮
人
と
相
違
し
な
い
。
知
行
高
も

二
三
○
石
、
ま
た
、
小
姓
頭
迄
達
し
た
も
の
の
、
馬
廻
に
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

終
生
小
姓
等
の
側
近
の
役
務
に
と
ど
ま
っ
た
の
も
、
彼
に
対
す
る
既
成
の
渡
来

朝
鮮
人
観
が
働
い
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
直
賢
の
場
合
は
、
知

行
は
一
○
○
○
石
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
鉄
砲
頭
に
も
任
命
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
軍
事
上
の
役
務
で
も
あ
る
程
度
の
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
直
賢
の
家
臣
内
で
の
地
位
を
押
し
上
げ
た
要
因
で
あ
る
知
行
高
の
上

昇
は
、
彼
が
大
坂
の
陣
に
お
い
て
戦
功
を
た
て
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
直
賢

が
他
の
渡
来
朝
鮮
人
と
異
な
っ
た
経
歴
を
と
り
え
た
の
は
こ
の
武
功
に
よ
っ
て

で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
、
文
の
世
界
で
は
評
価
さ
れ
た
渡
来
朝
鮮
人
の
枠
を
出

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。

形
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

表
に
よ
り
彼
ら
が
給
さ
れ
た
知
行
高
を
み
る
と
、
上
限
が
紀
州
藩
の
李
梅
溪

で
、
五
六
才
で
上
士
三
○
○
石
に
達
し
た
場
合
で
あ
り
、
一
般
的
に
低
禄
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
般
論
と
し
て
も
、
江
戸
時
代
に
医
師
や
学
者

と
し
て
有
能
で
高
名
を
得
た
場
合
で
も
、
知
行
高
は
そ
れ
程
高
く
な
か
っ
た
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
Ｃ
武
士
階
級
で
は
、
そ
の
知
行
高
の
多
寡
は
、
家
臣

内
身
分
お
よ
び
そ
の
軍
方
役
職
が
最
大
の
要
因
で
あ
り
、
文
の
能
力
が
そ
の
基

準
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
小
姓
や
側
近
に
し
て
も
、
軍
団
内

部
で
は
実
戦
か
ら
最
も
遠
い
位
置
に
あ
る
た
め
、
ど
の
藩
で
も
低
禄
者
が
多
か

っ
た
。
従
っ
て
、
渡
来
朝
鮮
人
が
従
事
し
た
役
職
か
ら
み
て
、
高
禄
者
が
い
な

い
こ
と
は
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
具
体
的
事
実
の
分
析
で
あ
り
、
改
め
て
ま
と
め

る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
簡
単
に
お
断
り
の
み
記
し
て
お
き
た

い
０

本
報
告
で
は
、
本
来
な
ら
ば
加
賀
藩
の
直
賢
以
外
の
渡
来
朝
鮮
人
で
、
特
に

武
家
社
会
に
加
わ
っ
た
菅
野
氏
等
に
つ
い
て
分
析
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
彼
ら
に
つ
い
て
は
『
侍
帳
』
か
ら
は
、
「
加
賀
藩
に
お
け
る
渡
来
朝
鮮
人

（
一
覧
）
」
（
本
報
告
書
所
収
）
に
あ
る
記
述
以
外
の
も
の
は
全
く
見
出
せ
ず
、
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
も
ま
た
、
特
定
の
技
能
者
が
多
い
が
、
他

藩
の
例
と
し
て
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
餌
指
、
火
矢
関
係
の
役
職
に
つ
い
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
本
科
研
に
参
加
の
機
会
を
得
て
、
今
後
、
加
賀
藩
家
臣
団
の
形
成
を

考
え
て
ゆ
く
た
め
の
基
礎
を
築
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
私
自
身
の
大
き
な

収
穫
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
呈
し
て
お
き
た
い
。

渡
来
朝
鮮
人
に
つ
い
て
一
般
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
社
会
的
役
割
が
、

陶
工
を
筆
頭
と
し
て
細
工
者
等
特
定
の
機
能
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
関
し
て
興
味
ひ
か
れ
る
の
は
、
漂
流
民
と
し
て
既
に
在
日
し
て
い
た
朝
鮮

人
宗
歓
が
、
朝
鮮
の
役
に
渡
朝
す
る
際
、
鍋
島
氏
か
ら
「
急
須
」
等
の
職
人
を

連
れ
帰
れ
と
の
意
向
を
受
け
た
こ
と
で
、
こ
の
例
は
特
定
の
技
能
を
朝
鮮
に
求

め
た
象
徴
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
社
会
の
朝
鮮
社
会
へ
の
対
応
は
、
こ
の

よ
う
な
文
化
の
あ
り
方
の
差
に
よ
っ
て
、
基
本
的
に
は
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
た

と
い
え
よ
う
。
こ
れ
と
同
様
の
、
武
家
社
会
に
お
け
る
現
れ
方
が
、
文
の
世
界

と
武
の
世
界
の
差
に
お
い
て
現
れ
て
い
た
と
い
え
る
と
考
え
る
。

む
す
び
に

－74－




